











Ⅱ．研究方法：研究期間：平成 22 年 7～12 月、SP セッション：助産学専攻科学生 17 名を対象に、
SP（初回不妊外来受診、月経痛がひどくて薬を飲んでいる、結婚後 2年以上経過している）への面接演
習を実施した。演習前に事例を渡し、4つのグループで面接内容の検討した後、グループ代表学生 1名

























＊平成 23年 9月第 9回日本生殖看護学学術集会で発表予定である。 
